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論 文 内 容 要 旨
＜舌の筋力トレーニングにおける低負荷量に関する研究＞
摂食・嚥下，構音において，舌の運動は重要である。運動の要素は運動範囲，持続力，スピードな
ど多岐にわたるが，すべての要素の基盤には筋の収縮力，すなわち筋力がある。舌筋力に関しても検
査および運動効果について研究が進められており，筋力の向上が運動機能を改善させることが証明さ
れてきた。その向上に寄与するトレーニングとしては負荷に抵抗して筋力を発揮する抵抗運動（筋力
トレーニング）の効果が広く知られており，その負荷の量によって期待される効果は異なっている。
従来，筋力向上には最大収縮力の⚘⚐％以上の負荷が必要とされ，高負荷強度を用いたトレーニングが
施行されてきた。研究報告も，低負荷におけるトレーニングの研究と結果の報告は極めて少ない。筋
力増強メカニズムから見て高負荷の効果は明らかではあるものの，筋力が低下した患者にとって，高
負荷は身体への負担が大きく，トレーニング効果のある下限負荷量を明らかにすることは，臨床上重
要である。本研究では低負荷量の筋力トレーニングに効果を認めるか否かを確認するため，舌運動に
問題のない健常成人⚒⚑名に対して⚑か月間，最大発揮筋力の⚓⚐％の負荷量で舌突出の筋力トレーニン
グを行い，その推移を調査した。収縮方法は，筋の張力を維持しながらゆっくりとした動作で突出と
引きを行う低負荷トレーニング群（LST）と，通常の低負荷トレーニング群（LN），およびトレーニ
ングを実施しないコントロール群とし，⚑セット⚑⚐回を⚑日⚓回，週⚓日実施して，それぞれの効果
判定を行った。また舌機能の一つとして速度の変化に着目し，単位時間内における同一音節の反復回
数（オーラルディアドコキネシス）に関する測定を行った。その結果は，LST，LNの両群において最
大舌突出力（筋力）に向上をみとめ，音節反復回数はLSTを行った群のみが有意な変化を認めた。コ
ントロール群においては筋力，速度のいずれにおいても有意な変化を認めなかった。これらの結果
は，低負荷下のトレーニングであっても，短期間のトレーニングにおいては筋力が向上し，さらに収
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縮方法を検討することによって，筋機能向上に寄与する可能性を示している。本研究は，舌のリハビ
リテーションにおいて，低負荷による筋力トレーニングプログラムの立案と実施に基礎データを提供
するものであり，データのさらなる蓄積が必要であるものと思われた。
審 査 結 果 要 旨
摂食・嚥下，構音などの顎口腔機能の遂行には，舌運動の働きが重要な位置を占めることが，近年
あらためて確認されている。一般に，運動は，運動範囲，持久力，運動速度などの要素から構成され，
筋収縮力すなわち筋力は，これらの要素の基盤をなす。そのため，舌機能の維持・向上を目的とする
舌筋トレーニングが広く実施されており，その効果に関する報告は多い。これまでに報告された舌筋
トレーニングの効果は，最大発揮筋力の⚘⚐％以上の高負荷強度での等尺性収縮を用いた研究から得ら
れたものが多く，低負荷下でのトレーニングについての研究はほとんど認められない。虚弱高齢者や
低栄養のために筋力が低下した患者が急増している現状を鑑みると，舌筋トレーニングにおける負荷
量の低減や収縮様式の検討は臨床上重要であり，喫緊の課題である。
本研究では，舌運動に問題のない若年健常成人⚒⚑名をLST-LN群（⚗名），LN-LST群（⚗名）およ
び対照群（⚗名）の⚓群に無作為に割付け，LST-LN群とLN-LST群に対しては，最大発揮筋力の⚓⚐％
の負荷量による舌の前方突出トレーニングを⚑か月間毎日実施した。研究に用いた筋収縮様式は，筋
の張力を維持しながらゆっくりとした動作で突出と後退を行う等張性低負荷トレーニング（LST）と，
所定の負荷量での等尺性収縮を行う一般的な低負荷トレーニング（LN）である。対照群では，負荷ト
レーニングは実施されない。それぞれのトレーニング効果の判定には，⚑週間毎に，最大舌突出力お
よび舌運動速度の指標としてのオーラルディアドコキネシス（単位時間内における同一音節の反復回
数）が測定されている。
その結果，LST，LNともに最大舌突出力が経時的に増加し，⚓週目以降は有意差が認められた。ま
た，LSTの舌突出力の増加量は，LNよりも有意に大きかった。一方，LSTを実施した場合のみが，
オーラルディアドコキネシスに有意な増加が認められた。対照群は，最大舌突出力，オーラルディア
ドコキネシスともに有意な変化が認められなかった。これらの結果は，最大発揮筋力の⚓⚐％負荷量の
トレーニングは，⚑ヶ月間の実施により有意な筋力の向上が期待できることを示している。
本研究結果を臨床応用の場に供するためには，データのさらなる蓄積が必要ではあるものの，本研
究結果が，舌機能リハビリテーションにおける低負荷トレーニングプログラムの立案や実施のための
基礎データとして有用であることは確かである。以上より，本研究によって得られた成果は，今後の
歯学や運動学等における臨床・研究の新たな展開に大いに貢献するものと考えられることから，本論
文が博士（歯学）の学位に相応しいと判断する。
